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OB会 の 感 会 を ノ己 よ` り 祈 念 し て

秋田県聴覚・言語障害教育研究会OB会
副 会 長  高 橋  恒 治

OB会は来年 10周年を迎えるのですが、存続が話題になることもありま

す。ですから、タイトルをこんな風に書くと他人事のようだ、OB会の盛会
を祈念しているばかりでは会員としては失格だなどと言われそうです。
OB会発足当時は全く耳にしなかった特別支援教育が、前を見ても、左を

見てもあ
=、

れています。これまでの特殊教育と違うのではないのか、OB会

に求められる現職への支援も変わってくるのではないかと思われがちで

すが、そうではありませんね。
特男1支援教育はこれまでの特殊教育で成しえなかったところを補いつ
つ進むのです。つまり、特殊教育を乗り越えるところに特

=1支
援教育の目

指すものがあるのです。
ですから、OB会を存続することには大きな意義があるのです。それは、次

の三点です。
ア OB会発足趣旨である現職研修へのかかわりを維持していくこと。
イ OB会員が現職当時に出来なかった思いを、現職教員に伝えていくこと。
ウ 聴・言の現職を離れ、別の角度から人生についてお互いに学びあうこ

と。
私個人としては、上記「ウ」に強く関心があります。

参加率不足の私ですが、今年度役員改選で、高1会長をお引き受けするこ
とになりました。会長伊藤薫先生のもと、会員数の増加と、会員の知恵を
結集することが求められています。ご支援の程よるしくお願いいたしまi



《提言》
今 後 の 会 の )運 営 ここ ― い て

秋田県聴覚・言語障害教育研究会OB会
副 会 長  梅 田 信 彦

人は年とともに加齢し、老いる。「組織」もまた同様である。この会も「世
代交代」の時期に至っている。
三年前から現役の先生方の厚意で「 OB会」の事務局を引き受けて頂い

ている。年度毎に、県北、中央、県南と輸番して、今年度は角館西小の斎藤
規子発生にお願いしている。しかし、会本来の姿からすれば変則であり、
多忙な現役の先生にとっては難儀なことに違いない。ご迷惑をおかけし
ているのである。

「会報」である。
現在、計画から記事集め、編集、印刷、発送と会報発行の全行程を一手に
引き受けられているのは、山田芳男先生である。これもまた大変なことで
えある。各部署、行程を分担出来ればよいのだが、互いに離れていては連
絡などかえって煩ゎしぃことにもなりかねない。
山田先生の創意と正夫、御苦労の甲斐あって会報は頗る好評である。好

評であるだけに惜しまれるのであるが、やはり、ここにも「世代交代」が求
められる。

「会員」である。
現在登録されている会員は約40名である。このうち毎年度会費を納入さ
れている方は、ほぼ半数である。勿論、会の運営は全会員を対象に行って
いる。今回実施したアンケー トも全会員に送付している。うち、国答を頂
いた方は18名 である。
ちなみに会の継続については、「する」とした方が16名、「 しない」が1名無

記入が1名であった。構成長の半数ではあるが、皆さんの会の継続への強
い意志が伺えた。
さて、こうなると会としては今後の責任のある運営を考えないわけには

いかない。そのためには、やはり、次の手点が問題になる。
①「事務局」はOB会員の手で行う。
②「会報」の発行を継続するのであれば新しい担い手が必要である。
今後の会の継続のため、現実的な方策を全会員の皆様から真剣に考え

て頂きたいのである。出来れば「自薦」で名乗り出て欲しいのである。

t



《報告》
第32回 秋田県球葱 参彗・[蒙 言吾 臓章 犠夢 季費 T蒙石汗 多宅 蟹曇

平成 16年 8月 23日 ～ 24日 の2日 間にわたり上記研究会が横手市を会場
に開催されました。第1日 目4ま 県立近代美術館研修室(秋田

=、

るさと村)に
おいて 講話と講演 第2日 目は「ホールサムインよこて」において通級部
会、難聴部会にわかれての分科会が行われました。
8月 23Eヨ 第 1日 目の

(1)課難蕎舌は「軽度発達障害児支援について」と題 して仙南東小学校長
石山憲二氏からお話がありました。講話内容の要点は、次の通りです。

① 最近の子供達のようすが変わってきたこと(こ んな症状を示す)
。キ レる 。落ち着きがない・整理整頓ができない 。忘れ物が多い
'あ る特定の学習ができない(知能は正常)・ 我慢ができない・
・無気力 ・凶悪な少年犯罪 。ひきこもり、うつ 。暴言、落書き 等

② その背景にあるもの
。子供達の脳が変わった ・親が子供のサインに気付かなぃ

③ なぜ、脳が変わったのか
。環境ホルモンが胎児の脳に及ぼす影響・食生活の偏り
。親子関係の変化 ・テレビゲーム、携帯メールのやりすぎ等

④ では、どうしたらよいのか
・周囲の理解 。自尊心の回復・食生活の改善・読み書き計算が効果的

(2)辞辱蓬義 は「これからの特別支援教育を考える」と題 して国立特殊教
育総合研究所名誉所員 菅原広一氏のお話でした。内容は次の通りです。
① 特殊教育から特別支援教育への発想の根源 ～平成13年 1月 から平成

15年 3月 にかけての特殊教育の在 り方の変化を中心に話されました。
②「 ことば」に掲載の特別支援教育に関する意見として9項 目に互って

説明されました。(こ とば N0215,2004・ 4)

③ 聴覚・言語障害教育の視点からとして9項目のについて説明があり
ました。

《例 》・子ども観(飛ばないたこはたこではないのか。「一寸の虫にも
五分の魂」というが、「一寸の虫には,寸の魂」ではないのか。)

・各専門機関間ネットヮーク と機関内ネットワークについて
。特別支援教育コーデイネーターについて。
・難聴・言語障害の専門性について   等
8月 24Eヨ の 2日 目は分科会に分かれての研究会でした。
①通級部会の話題提供者は『構音障害』で旭南小教諭 安井浩氏
『言語発達遅滞』で桂城小教諭 桜庭成人氏でした

②難聴部会ではF小学校』で払戸小教諭 室井明美氏 『中学校』では
山内中教諭 遠藤直子氏の発表でした。(発表内容省略)



《調査》  ア ン ケ ー  ト 調 査  ～聯
【集計、並びに分析結果 コメントは oB会副会長 梅田信彦氏による】

東 西 南 北 「教 室 便 明

～ 今 年 度 の 教 室 状 況 に つ い て ～

能 代 市 立 滞 城 第 二 小 学 校

こ とば の 通 級 指 導 教 室

佐  藤  昌 子

本 校 の 「 こ とば の 通 級 指 導 教 室 」 は 、 歴 史 と伝 統 の も と に 38年
もの 月 日が 流 れ て お りま す 。 そ の 間 の 、 偉 大 な る先 輩 諸 先 生 方 の ご

苦 労 は 並 大 抵 の もの で は な か っ た と想 像 す る こ とが で き ま す 。

そのお陰で、私なちは今、意まれた環境の中で、子供たちと楽 し
く過ごさせていただいてお ります。心より感謝申し上げます。

さて 、 今 年 度 の 通 級 生 の 人 数 は ?と い う と・ ・ ・ .

な ん と、 38名 。 正 式 通 級 が 28名 と プ ラス 10名 で す 。 これ に
は 、 さす が の 担 当 もび つ く り !!で も、 保 護 者 の ほ とん どが 償 れ て
い る人 た ち な の で 、 「 明 る く・ 楽 しい 教 室 」 を 目指 して 一 緒 に 頑 張
つ て い ます 。

本 校 は 、 数 年 前 ま で 「 こ とば の 教 室 F後 援 会 」 が あ り、 地 域 の 方
々 か らは 、 温 か い ご理 解 と ご協 力 の も と に 、 物 心 両 面 か ら支 え て い

た だ い た 経 緯 が あ りま す 。 そ の 後 「親 の 会 」 に 移 行 した の で す が 、
事 業 等 は そ の ま ま 引 き継 が れ 、 活 発 な 活 動 が 継 続 され て お りま す 。

そ の 中 で も、 お 母 さん 方 に 人 気 が あ り、 参 加 者 が 多 い の は 「母 親
教 室 Jで 、 美 味 しい お 菓 子 を 作 つ た り、 手 芸 的 な 小 物 作 り等 、 和 気
あ い あ い と した 雰 囲気 の 中 で 実 施 され て い ま す 。 先 日は 、 今 年 度 、
第 一 回 目 「パ ン ナ コ ッタ 作 り」 を して 、 試 作 品 を 味 わ い 美 味 しい 時
間 を共 有 す る こ とが で き ま した 。 次 口 を 楽 しみ に して待 つ て い て く
れ る保 護 者 も沢 山 い る の で 、 企 画 側 と して も張 り合 い が あ りま す 。

これ か ら も、 "楽 し さ・ 美 味 し さ "を 求 め て 「 日夜 不 断 の 歩 み を

続 け J(能 代 市 立 澪城 第 二 小 学 校 の 校 歌 の 始 め の 部 分 )進 ん で 行 き
た い と思 つ て い ま す。



通 級 担 当 で 学 ん だ こ と

本荘市立 鶴舞小学校           '
通級指導教室 担当 佐 藤  久 之

この分野に関わって3年 目に入った。これまでは、最低でも1年間は毎日
同じ子どもたちと接してきた。ところが、通級指導教室でもっとも戸惑い
を感じたのが、1週間のうち、毎日毎時間、子どもが入れ代わるという点で
あった。同時に、指導の記録が役立つことを、これまでとは別の意味で実
感している。症状や状態が似ている子どもがいる場合などは、特に重要で
ある。 また、構音障害の子どもの指導の場合、指導中に見落としている
部分はないか、自分の指導がその子に適しているかなどを見るために、保
護者に了解を取り、毎時間ビデオを撮らせてもらい、指導後に繰り返しチ
エックしたのが昨年度であった。
他校からの通級の場合、保護者が仕事の都合をつけ、遠くは1時間近くか
けて来級する場合もあった。それだけに保護者の教室への期待も大きかっ
た。通級指導の1時間という時間の重みは以前とは比べられないほど重く
のしかかった。
今年度、ちらほらと子どもが退級していく。子どもたちに「おうちの人に

感謝するんだよJと 必ず伝えている。保護者の中には、指導の効果がなか
なか見えない時の焦りや不安な日々を時々思い出し、涙ぐむ方もいる。
1週間にたった1時間程度ではあるが、障害の改善を願い、無理をしてでも
都合をつ :ナ て送迎してきたことが報われる瞬間であるのであろう。
特別支援教育では、今後通級指導の形に移っていくであろうが、担当す
る教師は、子どもを支えている保護者の熱い思いに、これまで以上に答え
ていかなければならないと思う。そのためにも、指導者としての自らの努
力と、人間としての幅の広い視野を持つことが大切であると考えるよう
になった。

自 分 の め あ て を 決 め て

鹿角市立 花輸小学校
通級指導教室 担当  井 上  朝 子

今月上旬で通級指導が終了した自校3年生に、教室紀要に載せる作文を
書いてもらっているところです。
その題名は、Fキ とッの練習』。作文は、【先生と二人で楽しく勉強できて

よかったです。じゅぎょうのおわりのゲームコーナーもおたのしみでし
た。】で終わっています。
昨年夏の研究会(日 言研)で受講した「遊びとフミュニケーション」では:

真面目な顔をして集中して遊ぶ遊びは仕事や学習活動に発展するという .

重要な側面をもっていることを、再確認しました。ルールの理解、言葉の
だ



使い方や伝え方、語いの増加等々。
通級児童は『ツが言えるように～。お話がきちんとできるように～。音読
が上手になりたい。サシスセソが正しく言えるようにがんばる。』と、それ
ぞれ自分のめあてを決めて言葉の学習に取り組んでいます。構音や発音
練習では「難しい !Jと 言い出す児童もいる中で、ちょっと息抜きができ
る楽しい時間を共有したいと思っている私です。 こ
教室予算を別枠で頂いているこの教室には、教具の他に自由に選んで楽
じめる遊具がかなりあります。とても幸せなことです。
通級児童リス トアップから始まった今年度も残すところ半年。16年度の
教室紀要作成に向けての諸準備、自校通級児童保護者への参観依頼、学習
発表会兼楽しみ会開催と、3月 に向けて活動が続きます。

MEMORIAL HALL 2004

複 アコ醸 興 L墓参 言己

能 代 市  梅 田 信 彦
遅き春 娘二十路の 初子かな

今年、五月十八日t娘が結婚十一年で長男を出産した。文字通りの初孫で
ある。
孫は可愛いと言うがそれどころではない。
体重の増加がはかばかしくないと言えば心が痛み、黄胆で紫外線を照射
すると聞けばオロオロする。ことばの教室経験でなまじ知識があるせい
で始末が悪い。
未熟児で生まれた「嬰児」を手にしたとき、その軽さに動揺したが、同時

にまたその生命の確かさにも驚いた。生命とは生きる営みそのものだと
改めて実感した。
九月十四日、お宮詣りというので久々に対面した。まるで博多人形のよ

うに色自でぶ、っくらしていて、く、、、(微笑んだ。
なんという企みか。悪戯か。これでは誰でも命懸けで守りたいと思わず

にいられないではないか。
満月に 孫の無事をぱ 祈りけり

折しも、九月二十八日は中秋の名月である。

【あとがき】 爽やかな秋晴れの日が続いています。今日は中秋の名月
が見られるとのことで、すすき、栗、なし、柿、ぶどう、枝豆、そしてお団子
をお月様に供えております。なんとも風雅な風景ではありませんか !。

これまで、快くご寄稿下さった教室の先生方、アンケート調査にご協力
下さった会員の皆様に感謝致します。有り難うございました。
会員皆様のご自愛を祈ります。ではまた 皆様お元気で。



アンケ■トレポニー
ト

先日お願い L/ま したアンケートがまとまりましたので

報告します:会長グ)告様のご協ノ,あ りがとうございまし

た。織 員錦 名中国答をいただきましたのは 18名 です。

第1部  臨

日答者の/1「
{1調 11人数は、40代 4、 厠 代 3、 60代 6、

η 代 5て吋l

上のグラフは「機 についてση粋 」耐 i

蜀 Iこ ういてのもの場 I

二うしてこのグラフを見比べてみますと、やは り皆さ

んがそれぞれ健康に配慮されている様子がよく分かりま
す。証 の項目に回答された方は、15名でt40代 2、

絆 代 3、 ∞ 代 6、 ℃ 代4です.ご自分の血 1:の値が「分
からない」と回答された方は、40代、総 代、70代でモ

れぞれ各1名ですじ次1主 パソヨンについてで11

現役世代の40、 恥 代|ま全員使つていまt迎 潮町t

麟 )グラフはインターネットについて‐ 1

現役齢 ぎαま1名 を貯↓ヽて全員が実施 t´ていまt
η 代でやってみたいと意欲を見せている方が3名 でづ

第 2部 OB舗

〆
〆́・=‐

~~～
'一―………―……… ―………‐

OB会を継続するかどう力ヽ こついて177情 さス鳥 意向で

ゼL回答者17名でム

次は、会難 輝収についてti

こr/J7■つのグラフからみますと皆さんr/J会の継続の意
1占Jが強いことが伺えますじ

会彎の額 |■ ついてt71、 現状維持が 16名 、「高いJが 1

名でt納 入方法では、郵硬振替が全員「良し,と され

ています1ただ、専用の用紙を会報などに同封してほし
いという要望が多くありました

こ相よ 皆さんの睡眠時間です.さすがに、9時間と
いう方,議3られませんでした力ヽ 簡代の方も元気で充実
した毎日を送られているご離子で何より'∈韓でも3名の跡 用騨蛸場 ですl



会の活動について(ア ンケー トから)

* 皆さんからのコメントを纏介しますっ

l.08会載 覆ですぃ他の会にはありませ尼 OB
会の方々の知識は場在の自分たちにとつて力■ナ

がえのないt,ので

'l2.難務しているので、上、日のほうがありがたいで

す 。

3.魂職で警労しておられる先生方へ何かしら支援

できる活動が出来ればと思います
"4.僻 担饗 騨 鮮 脚 i

5 感覚言語障害に限らず幅広い生き方をテーマに

してはどうでしょう。
6.会の果たしてきた役割に敬意を表したいと思い

ます。
7.鞭 員への相談活動と支臨 要に応じて).会

員相互の親睦、交臨
8.「 ‐綸研」の夜、懇親会にOB会員も多く参カロし、

語り合うようにしたらどう力、

噌

10. この会の存在自体は尊い|すれど、翻 ヵ
.I修薦L鑢 :鷺轟機抵灘藤重議を菫ヵ邊〕気韓奮
.●ところです。

11. OB会 は現職教育への支援団体として発足

したのだから、お金はきちんとは|すことが当然だ

と思うで

12. いつも護張つてくださっていてありがとう

ござI蝶す。  一  ― …… ‐~~……‐
13,, ある大先繭の校長より、退繊して三年くら|

lt｀は後輩に対して助言や鸞言もよいが臓年過ぎ l

黎■II鼓難豊ξ彗壁it勢

会の組織 について

1.陸代交代、若い方に移行すべきだしその準備とし
て次に世代の代表と話し合う。

2.せっかく組織されている会なので、現在疎 ま続
行してよいのでrま ないかと思います。

3.出席モ)せず、お金tj出 さない方は会員から取り下
,ダたはう力tょ しゝ

4.現状の場 はすばらしいと思うので存続を
舗腱う。

5.総会で話 し合い、各彙野から役員を入れていく.

見通 しを持つて方向性を切確にしていく。

6.

で しょう力、
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多数の方が出席して、通慮することなく意見や思
いを発言していただきたいと思います.

凛島金學穐議を要多燿 な軸 必職襲難館

蝠
きたいと考えまサ■ttψ馨と岩妻曇嘉⊇嘔職霊ソゝ
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会議 につ いて

1.楽 しく読ませていただいてます
“

2.特殊関り を呼んでリフレッシュしても

よいので:ま.

3.会員の皆さんからの便りはとても楽しい御 L担
当して くださる基こはご難儀をおかけしていま

→
~、

4.写真なども栽せると楽しいも′)になる (写真、原

穣なども今|まインターネットで送る)

5.しばらく:ま今のままでよろしいと思いますリ
6.現在に方向で自由さと本来の会の目的の専門的

な面からと避宣取 り上げていきたいものです。

(OB会員、魂職も含めて)

7.これまでに長々と鵞り慧■夫されてきているの
‐
で、

このまま続けて発行 してもらえればありがたい

と思う。

8.現場を離れて十数年の方1)多いと思う。短くと1)

多くの方々の蛾況報蠅 ごし方、エッセイ)があ

るとうれしい。

9.綴集ご苦労繰ですL
10. 楽しく漉ませていただいております。
11. 会員の状況がわかり必要と思うけ現職員の

声も今後取り上Iずたらどうだろう力、
12. 送られてくる会報を講む|「Dが締‐杯です。
13. 会報をいつ t,う れしく議ませていただいて

おりま,■ 毎号に、題序、命嘔者は不要と思いま
す.も し乗せる17pな ら、巻末や懺外に小峯く枠え
めにしたはうが感 じがよいと思います。

14. 本当にありがたいと思つている。しかし、
これもいつまでも先悦に頼って入られないⅢ

「食事・健康法」「読書1嚇 の銘」のまとめlよ

今回は間に合いませ/vで したて,次Lrlに l●Jしたいと

思います。皆さんからの便りありがとうございま
したり


